
卒業要件及び進級要件等 

 

 

1.  ２年次進級のためには，１年次後期終了時 までに授業科目のうち３４単位以上を修得していな

ければならない。ただし，そのうち教養教育科目から１８単位以上，学部共通科目および専門基

礎科目から１６単位以上が必要である。 

2.  ３年次進級のためには，２年次後期終了時までに授業科目のうち７６単位以上を修得していな

ければならない。ただし，そのうち富山大学教養教育科目履修規則に定められた要件科目全てを

含み教養教育科目から２３単位以上，工学基礎実験１単位及び学部共通科目から８単位以上が必

要である。 

3.  ４年次進級して卒業論文を履修するためには，３年次後期終了時までに授業科目のうち，１１

０単位以上を修得していなければならない。ただし，そのうち，学部共通科目の必修科目９単位

を含み１２単位以上，専門基礎科目から１３単位以上，材料デザイン工学実験から４単位が必要

である。加えて専攻科目においては，材料デザイン工学科の定める学習・教育到達目標のＢ１，

Ｂ２，Ｂ３に対応する科目群からそれぞれ １２単位以上を修得していることが必要である。 

4.  卒業に必要な修得単位数は １２４単位以上である。その内訳は以下のとおり。 

専門科目 

学部共通科目１２単位以上（必修科目９単位を含む），専門基礎科目１３単位以上（工学基礎

実験１単位を含む），専攻科目６６単位以上（材料デザイン工学実験４単位， 卒業論文１０単位

及び材料デザイン工学輪読４単位を含む），かつ材料デザイン工学科の定める学習・教育到達目

標Ａ～Ｅに対応する学習基準時間を満たすこと。 

教養教育科目 

富山大学教養教育科目履修規則に定められた要件科目全てを含み２３単位以上。 

自由選択科目 

教養教育科目の２３単位及び専門科目の９１単位を超えて修得した単位ならびに他学科及び他

学部の授業科目のうちから修得した単位であり，１０単位までを卒業に必要な修得単位数に加え

ることができる。 

5.  自由科目は，卒業要件には含めない。 
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 １年次 ２年次 ３年次 卒業 

教養教育科目 

１８    ２３  

要件を満たす

  

  ２３  ２３  

必修８  

学部共通科目 

 

１６  

   ８  １２  

要件を満たす

  

１２  

必修９  

専門基礎科目 
基礎実験１

  

  １３  １３  

必修１  

専攻科目 

  ・専門実験４  

・選択科目４８ 

B1，B2，B3  

から各１２  

６６  

必修１８  

自由選択科目   １０  １０  

計 ３４    ７６   １１０   １２４  

       

                   

１．教養教育科目 ２３単位以上       

  

[必修科目 ８単位， 選択科目１５単位以上を修得] 

必修科目：情報化社会への対応（共通）２単位，国際化社会への対応（共通）４単位，社会的変化への対 

応（共通）２単位 

選択科目：情報化社会への対応（選択）１単位，国際化社会への対応（選択）１単位※「多言語世界入門」 

ないし５言語の「基礎Ⅰ，Ⅱ」「コミュニケーションⅠ，Ⅱ」から１単位を選択必修，社会的 

変化への対応（選択）１単位，社会科学３単位，人文科学３単位，総合科目２単位，理系基盤 

科目を除く選択科目からさらに４単位※１科目区分につき４単位までを上限とする 

      

２．専門科目 ９１単位以上  

 

（１）学部共通科目 １２単位以上 

  [必修科目 ９単位，選択科目 ３単位を修得] 

（２）専門基礎科目  １３単位以上 

  [必修科目 １単位，選択科目  １２単位を修得] 

（３）専攻科目 ６６単位以上 

  [必修科目 １８単位，選択科目 ４８単位を修得] 

  

３．自由選択科目  １０単位  

総修得単位数 １２４単位以上 

※ 履修登録単位数の上限 年間４８単位（２年次以降は１タームにつき１２単位）  

材料デザイン工学科（2026年度入）



 

材料デザイン工学科（2026年度入）



別表Ⅰ（第６条関係） 

卒業に必要な修得単位数 

  学科 

区分 

地球システム科学科 都市・交通デザイン学科 材料デザイン工学科 

必修 選択 必修 
選択 

必修 
選択 必修 選択 

教養教育科目 23 23 23 

専門 

科目 

学部共通科目 10 8 12 2 0 9 3 

専門基礎科目 6 4 10 － － 1 12 

専攻科目 42 21 30 － 37 18 48 

小 計 91 91 91 

自由選択科目 10 10 10 

合 計 124 124 124 

備 考 

自由選択科目には，次に掲げる授業科目を含むことができる。 

（１）教養教育科目のうち，選択及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目

（２）専門科目のうち，選択及び選択必修で必要と定められた単位数を超えて修得した科目

（３）他学科の専攻科目及び他学部の授業科目（別に定める教員免許状取得のための科目を除く。）

【参考】 ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）
富山大学では，ＧＰＡ制度（ＧＰＡ：履修科目の成績の平均値）を導入しています。
成績評価を下表のＧＰ（グレード・ポイント）の数値に換算し，学期ＧＰＡ，学年ＧＰＡ及び累積 ＧＰ

Ａを算出します。このうち，学年ＧＰＡと累積ＧＰＡを各学年の成績通知書に記載します。各ＧＰＡの算出
方法は以下のとおりです。

（当該学期の履修科目単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和 
（ⅰ） 学期ＧＰＡ＝

当該学期の履修科目総単位数

（当該学年の履修科目単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和 
（ⅱ） 学年ＧＰＡ＝

当該学年の履修科目総単位数

（在学期間中の履修科目単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和 
（ⅲ） 累積ＧＰＡ＝

在学期間中の履修科目総単位数

※履修登録科目の確認を怠り，履修しない授業科目が履修登録されている場合や，履修取消の手続きを行
わず受講しなかった場合の成績は「不可」となり，ＧＰＡに算入されるので注意すること。なお，「不可」
となった場合，同一科目を再履修し単位を修得することで累積ＧＰＡの対象外とすることができます。（た
だし，学期ＧＰＡ及び学年ＧＰＡには算入されたままです。）

成績の評語に対する評価基準及びＧＰの対応表
成績の評語 ＧＰ 評価基準 
秀 （Ｓ） ４ 到達基準を達成し，極めて優秀な成績を修めている 
優 （Ａ） ３ 到達基準を達成し，優秀な成績を修めている 
良 （Ｂ） ２ 到達基準を達成し，良好な成績を修めている 
可 （Ｃ） １ 到達基準を達成している 
不可（Ｄ） ０ 到達基準を達成していない 

「認」,「合格」及び「不合格」をもって評価される授業科目は，GPA 算出の対象外とします。 
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